
今
こん

週
しゅう

の聖書
せいしょ

研
けん

究
きゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                 

   

総
そう

 題
だい

 「主
しゅ

のために管
かん

理
り

する」  主
しゅ

がおいでになるその日
ひ

まで 

      

第
だい

９
きゅう

課
か

  貪欲
どんよく

に対する警告
けいこく

 

磯
いそ

部
べ

 豊
とよ

喜
き

 

 

１
いち

．安息
あんそく

日
にち

午後
ご ご

 

今
こん

週
しゅう

のタイトルは「貪欲
どんよく

に対
たい

する警告
けいこく

」です。「貪欲
どんよく

」は人生
じんせい

を送
おく

る上
うえ

で危
き

険
けん

なものです。それはなぜなので

しょうか？ 「貪欲
どんよく

」の意味
い み

は、辞
じ

典
てん

によると「※１欲望
よくぼう

をどこまでも追
つい

求
きゅう

し、満足
まんぞく

することを知
し

らない様
よう

子
す

」と

あります（三
さん

省
せい

堂
どう

／新
しん

明解
めいかい

国
こく

語
ご

辞
じ

典
てん

）。 

「貪欲
どんよく

」の問題
もんだい

点
てん

の一
ひと

つ目
め

は、盗
ぬす

み、殺人
さつじん

と並
なら

ぶほど※２有害
ゆうがい

なものであること。 

二
ふた

つ目
め

は、「貪欲
どんよく

」の罪
つみ

は十戒
じっかい

の第
だい

十
じゅう

条
じょう

にも記
しる

されていること。 

三
みっ

つ目
め

は、「貪欲
どんよく

」は、人
ひと

を神
かみ

の国
くに

から遠
とお

ざける憎
にく

むべき罪
つみ

であるということ。「貪欲
どんよく

」は強奪
ごうだつ

、偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

、

※３姦通
かんつう

、※４みだらな行
おこな

いと共
とも

に、人
ひと

を神
かみ

の国
くに

から遠
とお

ざける憎
にく

むべき罪
つみ

として挙
あ

げられています。 

※今
こん

週
しゅう

は、「貪欲
どんよく

」がいかに悪
わる

いものであるかという実例
じつれい

と、貪欲
どんよく

に勝
か

つためには何
なに

が必要
ひつよう

かということを学
まな

びます。 

※１
いち

欲望
よくぼう

：欲
ほ

しいと思
おも

う心。足
た

りないと思
おも

う物
もの

を満足
まんぞく

するまでいっぱいにしようとする心
こころ

 

※２
に

有害
ゆうがい

な：悪
わる

い 

※３
さん

姦通
かんつう

：浮
うわ

気
き

すること 

※４
よん

みだらな行
おこな

い：ニュースに出
で

るような男
だん

女
じょ

関係
かんけい

の行動
こうどう

 

 

２
に

．日曜
にちよう

日
び

：あらゆる罪
つみ

の始
はじ

まりの罪
つみ

？ 

貪欲
どんよく

のルーツ（元
もと

）は、かつて天
てん

使
し

長
ちょう

であったルシファーに見
み

られます。ルシファーは何
なに

を求
もと

めたでしょうか。

自
じ

分
ぶん

の地位
ち い

の高
たか

さを神
かみ

よりも高
たか

いところに求
もと

めました。これが「貪欲
どんよく

」です。「貪欲
どんよく

は宇
う

宙
ちゅう

最初
さいしょ

の罪
つみ

」と言
い

えま

す。 

使徒
し と

パウロは、「貪欲
どんよく

」のことを、神
かみ

のとても嫌
きら

われる偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

と同
おな

じくらいの罪
つみ

だと言
い

っています。偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

は、神
かみ

ではないものを神
かみ

の高
たか

さに置
お

くことです。 

貪欲
どんよく

に対
たい

する戒
いまし

めは、十戒
じっかい

の中
なか

で唯一
ゆいいつ

、他
た

人
にん

からは見
み

えない心
こころ

の中
なか

への戒
いまし

めですが、他
ほか

の戒
いまし

めと深
ふか

く関
かか

わっています。貪欲
どんよく

に対
たい

する戒
いまし

めは、十戒
じっかい

の他
ほか

の９
ここの

つの戒
いまし

めを破
やぶ

ることへの歯
は

止
ど

めとなるのです。 

そして「神
かみ

さまを信
しん

じる心
こころ

」は、人生
じんせい

を満
み

ち足
た

らせてくれますから、「貪欲
どんよく

」という恐
おそ

ろしい波
なみ

からの※５防
ぼう

波
は



堤
てい

となります。 

※５
ご

防
ぼう

波
は

堤
てい

：川
かわ

や池
いけ

などの水
みず

が溢
あふ

れ出
で

ないように、岸
きし

に土
つち

を高
たか

く積
つ

み上
あ

げたもの。 

 

３
さん

．月曜
げつよう

日
び

：宿
しゅく

営
えい

地
ち

での忌
い

まわしい出来
で き

事
ごと

 

神
かみ

の民
たみ

が 4 0
よんじゅう

年間
ねんかん

の荒
あら

野
の

生活
せいかつ

を終
お

えカナンに入
はい

る時
とき

に、忘
わす

れてはいけない出来
で き

事
ごと

が起
お

きました。 

神
かみ

はカナン人
びと

のお城
しろ

のあったエリコに対
たい

し、イスラエル人
びと

に劇的
げきてき

な勝
しょう

利
り

を与えました。しかし勝
しょう

利
り

の後
あと

に、

アカンという人
ひと

の心
こころ

に貪欲
どんよく

が入
はい

りました。戦
せん

利
り

品
ひん

を「欲
ほ

しくなった」のです。神
かみ

さまは「戦
せん

利
り

品
ひん

は自
じ

分
ぶん

のものに

してはならない」と教
おし

えていました。しかし「アカン」の貪欲
どんよく

の罪
つみ

は、次
つぎ

のアイでの※６敗北
はいぼく

によって分
わ

かってきま

した。アカンには悔
く

い改
あらた

めのチャンスが用
よう

意
い

されていましたが、アカンは自
じ

分
ぶん

にくじが当
あ

たるまで名乗
な の

り出
で

ません

でした。 

ところで戦
せん

利
り

品
ひん

を持
も

ち帰
かえ

った人は他
ほか

にも多
おお

くいました。でもヨシュアが、それを神
かみ

の宝
ほう

庫
こ

に持
も

ってくるように言
い

ったときに、アカンは自
じ

分
ぶん

にくじが当
あ

たるまで隠
かく

してしまったのです。「アカンは、シナルの高
こう

価
か

な衣
い

服
ふく

を見
み

て、そ

れがほしくなった。彼
かれ

は死
し

に直
ちょく

面
めん

したときでさえ、それを『シナルの美
うつく

しい外套
がいとう

１
いち

枚
まい

』と呼
よ

んだ（同
どう

〈ヨシュ

ア〉7
なな

： 2 1
にじゅういち

）。 

１
ひと

つの罪
つみ

は次
つぎ

の罪
つみ

へと導
みちび

いた。そして彼
かれ

は、主
しゅ

の倉
くら

に捧
ささ

げられた金
きん

と銀
ぎん

とを自
じ

分
ぶん

のものにした。彼
かれ

は、カナ

ンの国
くに

の初
はつ

穂
ほ

を神
かみ

から奪
うば

った。」（『人類
じんるい

のあけぼの』下
げ

1 1 9
ひゃくじゅうきゅう

ページ） 

※６
ろく

敗北
はいぼく

：戦争
せんそう

に負
ま

けること 

 

４
よん

．火
か

曜
よう

日
び

：ユダの心
こころ

 

聖書
せいしょ

の中
なか

で最
もっと

も悲
ひ

劇的
げきてき

な物
もの

語
がたり

の一
ひと

つは、イスカリオテのユダの物語
ものがたり

です。キリストの愛
まな

弟子
で し

の一人
ひとり

であっ

た彼
かれ

が永遠
えいえん

の滅
ほろ

びを選
えら

んでしまいました。 

ユダは何
なに

をしたのでしょう。それは貪欲
どんよく

、すなわち心
こころ

の欲望
よくぼう

の罪
つみ

でした。高
こう

価
か

な香
こう

油
ゆ

を主
しゅ

の足
あし

にぬり髪
かみ

の毛
け

で

拭
ふ

いたマリヤに向
む

かって、「なぜ、この香油
こうゆ

を三
さん

百
びゃく

デナリオンで売
う

って、貧
まず

しい人
ひと

たちに施
ほどこ

さなかったのか」（ヨ

ハネ1 2
じゅうに

：５
ご

）とユダは非
ひ

難
なん

します。聖書
せいしょ

は「彼
かれ

がこう言
い

ったのは…彼
かれ

は盗人
ぬすびと

であって、金
かね

入
い

れを預
あず

かっていな

がら、その中
なか

身
み

をごまかしていたから」（ヨハネ1 2
じゅうに

：6
ろく

）とあります。 

人間
にんげん

には誰
だれ

でも欠点
けってん

があります。ユダの心
こころ

は揺
ゆ

れましたが、結
けっ

局
きょく

貪欲
どんよく

には勝
か

てませんでした。 

どうしたら貪欲
どんよく

の罪
つみ

に勝
しょう

利
り

できるでしょうか。貪欲
どんよく

という品性
ひんせい

の欠点
けってん

に勝
しょう

利
り

するには、神
かみ

に※７屈服
くっぷく

するこ

とが鍵
かぎ

です。人
ひと

のうちに働
はたら

く神
かみ

の力
ちから

を受
う

け入
い

れることが大切
たいせつ

です。人
ひと

が神
かみ

に※７屈服
くっぷく

するならば、人
ひと

は貪欲
どんよく

の

罪
つみ

でも勝
しょう

利
り

することが出来
で き

ます。 

※７
なな

屈服
くっぷく

する：自
じ

分
ぶん

の心
こころ

を全
すべ

て（神
かみ

に）渡
わた

すこと 

 

５
ご

．水曜
すいよう

日
び

：アナニアとサフィラ 

初代
しょだい

教
きょう

会
かい

の時
とき

の話
はなし

です。一日
いちにち

で３千
さんぜん

人
にん

が仲間
なかま

に加
くわ

えられ、男性
だんせい

が5千人
せんにん

になったりして教会
きょうかい

は成
せい

長
ちょう

し



ました。こうした聖霊
せいれい

の働
はたら

きをアナニアとサフィラは見
み

ていたに違
ちが

いありません。※８少
すく

なからず感動
かんどう

した彼
かれ

らは、

人々
ひとびと

に良
よ

く思
おも

われようとして資
し

産
さん

を売
う

って神
かみ

さまに全部
ぜんぶ

をささげると誓
ちか

いましたが、嘘
うそ

の献金
けんきん

申告
しんこく

をします。こ

れだけ献
ささ

げると言
い

いましたが、持
も

ってきたのはその一部
いちぶ

でした。「後
あと

になってアナニヤとサッピラは欲深
よくぶか

い気持
き も

ちに

負
ま

けて、聖霊
せいれい

を嘆
なげ

かせた。２人
ふたり

は約束
やくそく

を後悔
こうかい

しはじめた。そしてキリストのみわざのために立派
りっぱ

なことをしたいと

いう願
ねが

いで心
こころ

を燃
も

やしてくれた、新鮮
しんせん

な尊
たっと

い感動
かんどう

を失
うしな

った。」（『患難
かんなん

から栄光
えいこう

へ』上
じょう

7 2
ななじゅうに

ページ）とあ

ります。貪欲
どんよく

が、良
よ

い動
どう

機
き

を包
つつ

み込
こ

んでしまいました。その結果
けっか

、彼
かれ

らは死
し

んでしまうという大変
たいへん

残念
ざんねん

な結末
けつまつ

に

なりました。正直
しょうじき

に生
い

きることはとても大切
たいせつ

です。 

※８
はち

少
すく

なからず：とても強
つよ

く 

 

６
ろく

．木曜
もくよう

日
び

：貪欲
どんよく

に勝
しょう

利
り

する 

貪欲
どんよく

は、高慢
こうまん

（自
じ

分
ぶん

が一番
いちばん

）や利己
り こ

心
しん

（自
じ

分
ぶん

中心
ちゅうしん

の心
こころ

）と同
おな

じように心
こころ

の問題
もんだい

ですから、他
ほか

の人
ひと

には気
き

づかれません。ですが実
じつ

に致
ち

命
めい

的
てき

（命
いのち

を絶
た

たれるほどのこと）であり偽
ぎ

善
ぜん

的
てき

（正直
しょうじき

でないこと）なものです。 

目
め

に見
み

える罪
つみ

に勝
しょう

利
り

することは大変
たいへん

です。しかし人間
にんげん

の試
し

練
れん

は、目
め

に見
み

えるものだけが罪
つみ

ではありません。心
こころ

の中
なか

の罪
つみ

は人
ひと

に隠
かく

すことができますが、神
かみ

には見
み

られています。どうすればこの罪
つみ

に勝
しょう

利
り

できるでしょうか。ガ

イドに三
みっ

つの答
こた

えがあります。 

①
いち

神
かみ

に仕
つか

え、より頼
たの

み、神
かみ

の家
か

族
ぞく

の一員
いちいん

になる決心
けっしん

をする。 

②
に

毎日
まいにち

、マタイ6
ろく

：1 3
じゅうさん

を含
ふく

む祈
いの

りをささげる。「われわれを試
こころ

みに遭
あ

わせず、悪
あ

しき者
もの

から救
すく

い出
だ

したまえ…」

（文
ぶん

語
ご

訳
やく

） 

③
さん

聖書
せいしょ

を定期
ていき

的
てき

に学
まな

ぶ。「罪
つみ

を犯
おか

すことのないように、…み言
こと

葉
ば

をたくわえました。」（詩
し

篇
へん

1 1 9
ひゃくじゅうきゅう

： 1 1
じゅういち

、

口
こう

語
ご

訳
やく

） 

※心
こころ

を守
まも

るためには、外
そと

からの助
たす

ける力
ちから

が必要
ひつよう

です。 

 

７
なな

．金曜
きんよう

日
び

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

最
さい

後
ご

に、アナニアとサフィラが滅
ほろ

ぼされた理
り

由
ゆう

を書
か

いた一文
いちぶん

を紹
しょう

介
かい

します。 

「信
しん

徒
と

たちは急速
きゅうそく

に増
ふ

えていった。この信
しん

徒
と

数
すう

の急増
きゅうぞう

するなかで、神
かみ

に仕
つか

えることを表明
ひょうめい

しながら、富
とみ

を

礼賛
れいさん

している男女
だんじょ

が加
くわ

えられていたとすれば、教会
きょうかい

は危機
き き

に陥
おちい

ったであろう。この刑罰
けいばつ

は、人
ひと

は神
かみ

を※10欺
あざむ

く

ことはできない、また、神
かみ

は心
こころ

にかくされている罪
つみ

を見
み

通
とお

しになられて、※10欺
あざむ

かれることがないことを※11立
りっ

証
しょう

した。…神
かみ

が貪欲
どんよく

や詐欺
さ ぎ

や偽
ぎ

善
ぜん

を憎
にく

むことを示
しめ

されたこの実例
じつれい

は、初代
しょだい

の教会
きょうかい

ばかりでなく、後
あと

に続
つづ

くすべて

の時
じ

代
だい

に対
たい

して与
あた

えられた危
き

険
けん

信号
しんごう

であった。」（『患難
かんなん

から栄光
えいこう

へ』上
じょう

7 3
ななじゅうさん

～ 7 4
ななじゅうよん

ページ） 

※1 0
じゅう

欺
あざむ

く（欺
あざむ

かれる）：ウソを言って騙
だま

す（騙
だま

される）こと 

※ 1 1
じゅういち

立証
りっしょう

した：証
しょう

拠
こ

を示
しめ

してハッキリとすること 


